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西 牟 田 祐.二
?
国 際 法:済銀 行(BIS)の 銀 行 業 務 の 相 手 方 は お も に 諸 中 央 銀 行 と 諸 国 際 機 関
で あ り,す べ て の 取 引 の ほ ぼ90%が そ れ ら との 間 で 行 わ れ た 。 残 りの 業 務 は 民 ・
間 銀 行 に 関 す る も の で あ っ た 。 こ う し た す べ て の 銀 行 業 務 に 応 じ る 態 勢 が で き
て い る 銀 行 間 の つ な が りの お か げ でBISは,ラ イ ヒ ス バ ン ク に 対 し て も ほ か.
の 諸 中 央 銀 行 に 対 して も ま た 民 間 の 国 際 銀 行 業 務 の 領 域 で も,大 戦 中 に お い て
も,本 文 中 に 述 べ る い くつ か の 例 外 を 除 き,完 全 な サ ー ビ ス を 提 供 す る こ とが
で き た の で あ る 。
ス イ ス に お い てBISは ベ ル ン に 本 店 を 置 く ス イ ス の 中 央 銀 行 た る ス イ ス 国
立 銀 行SchweizerischeNationalbankにお け る 彼 ら の 口 座 と 並 ん で ス イ ス ・ユ
.二 才 ン銀 行(SchweizerischeBankverein,Un onBankofSwitzerland)とバ ー
ゼ ル 商 業 銀 行 に も 口 座Sichtdepositenを持 っ て い た 。 そ れ に 加 え て ス イ ス 銀
行(SchweizerischeBankGesellshaft,SwissBankingCorporation)およ び さ
ら に 小 さ な 銀 行 で あ る ジ ュ ネ ー ブ の ミ ラ バ ウ ト&フ ィ.リス 銀 行BankMira。
baud&Filsやバ ー ゼ ル の エ ク ス リ ン 兄 弟 銀 行BankhausGebruederOechslin
に も 口 座 を持 っ て い た ㌔
1)M,KiヒtriじkCQIlectiりn,BlSBanklngDepartment,MonthlyStatementforMr.McKitthck.
January1940…June1946.この資料 は,BIS銀行部 門が総裁マ ッキ トIDク に対 してBISのあ
らゆ る銀行 業務を毎 月具体 的に報告 してい る最 も詳細 な文書で ある。なお筆者は,199呂年7月20
日一8月28日の間ハーバー ド大 学 ビジネス大学院付属図書館ベ イカー ・ライブラ リーBakerLib・
r肛y,HistoricalCollectionRoomにお いて現在 同室 に所蔵 され てい る トーマ ス ・H・マ ッキ ト
IJック文 書Thomas11.McKittrickPapers(McKi宙lckCo1Lec廿日nない しMCと 略記)を 直接
検討す る機会を得た。同室主任ArchivistのAlhertBartovics氏に記 して謝意を表 したい。なお
本 シ リーズ の(1),(2)に お いてMCに つ い てはGianTrepp氏の著 書 に依 拠 していた/
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ニ ュー ヨー クで はBISは ニュー ヨーク連邦準 備銀行 にお ける彼 らの口座 の.
ほか に多数 の アメ.リカ民 間大銀 行 に巻また口座(Sichtdepo5iten)を持 ってい
た。そのなかにはフ ナース ト・ナシ ョナル ・が ンク ・オブ ・ニュー ヨー ク,マ
ニ ュフ ァクチ ュアーズ ・トラス ト,J.P.モルガ ン&Co.お よびJ.ヘ ン リー ・
シュロー ダー銀行が あ り,ま た更 に加 えて ウォール ・ス トリー トの証券 ブロー
カーであ るブ ラウン.・ブ ラザーズ ・ハ リマ ンBrown,Bras.,Harrimannに証券
口座を持 っていた2㌧
この 中で 」.ヘン リー ・シュロー ダー銀 行 」.HenrySchroderBankingCor-
porationはこの時期 の と りわ け米独 経済 関係 を考 え る..ヒで特 別 の重 要性 を
持 ってい る㌔ すで に見 た ように同行 は ドイツ.・ハ ンブル ク出身の個 人銀行
シュレー ダー銀行 商会Schr6der&Co,のア セグロ ・サ クソン・分.家で ロ ン ドン
及び二 画一 ヨー クで活動 した。 この時期BIS監 査 役会へ派遣 された ドイツの
民 間銀行代表 者 タル ト ・フ ライヘル.・フ ォシ ・シ ュレーダー`}とロン ドンのJ.
ヘ ンリー ・シュ レーダー銀行商会の頭取 ブルーノ ・フ ォン ・シュレー ダーは従
兄 弟同士の関.係にあ る。一また アメ リカの 」.ヘンリー ・シュロー ダー銀行の顧
問法律事務所 は,ニ ュー ヨー ク最大手 の法律事務所であ るサ リヴァン&ク ロム
ウェルSullivan&Cromwellであって,.同法律 事務所 は.先 に もふれ た よ う
に;),第一次世界大戦後 の 「ドーズ案」 以降の アメ リカか ら ドイ ツへ と大量投
資す るアメリカ諸企業の法律顧 問の役割 を広範 に担 っていた。また逆 に ドイツ
諸企業の アメリカ子会社 に対 して も同法律事務.所は広範な法律.顧問 とな り,そ
う.した諸企業 に取締役 として入 っていた。前者 については,ス タンダー ド・オ
イ ル ・オ ブ ・;ユ ー ジ ャリ ジー 社,.イ ン ター ナ シ ョナ ル 。ニ ッ ケ ル 社




4}拙 稿 「第7L二次 世 界 大 戦期 の 国際 決 済 銀 行 〔1:1」『経 済 論 叢』第161巻第2号,表1及 び17ペー ジ参 照 。








(INCO)などが あ り,ま たサ リヴ ァ.ン&クロムウ`ル が ドイ ツ ・ビジ ネスを
発展 させ る上 で提携 した ドイ.ツ側 の法律事 務所 アルバー ト&ヴ ェス トリ ナク
Albert&Wes廿ickのパー トナー,ハ イ ンリッヒ ・F・ アルバー トは ドイツ ・.
フ ォー ド社 の会長 となってい る%後 者 について は,ハ ンブル ク ・アメリカ汽
船航 路 会社(Hapag)や,ロ バー ト・ボ ッシュ社 のア メ リカ子会社 ア メリカ
ビ ・ボ ッシュ ・カンパ ニー(ABC>,IGフ ァルペ ン社の アメ リカ子会 社 ジェ
ネラル ・アニ リン&フ ィルムGeneralAnilin&FilmCorporationなどがある。
このサ リヴ.アン&ク ロム ウェルの上級パー トナーであ り,事 実上 同法律事務所
を主宰 していたのが政界入 りす る前の(の ちのアメ リカ合衆 国国務 長官)ジ ョ
ン ・フ ォ.スター ・ダレスJohnFosterDullesであ った。」..F.ダレスは,す で
に1919年の ヴェルサイユ講和会議 において ドイツ賠償 問.題専 門委員会の アメリ
カ側専 門委員 の一 人で あ り,1920年にはヤルマ「.ル・シャハ トとも面識 を得て
い るη。1924年4月に実現 した.「ドー ズ案」 は実際 」.F.ダレスの アイデ アに
発 していた8㌧ こうした過程 を通 じて1,F,ダレスは 「ドーズ案」 以降 のア.メ
リカ諸企業 の対 ドイツ投資の広範な利害を代 表す る存在 になるに至 った。それ
は1930年代 に入 り ドイツで ナチ政権.が成立 した後 も基本 的に変わ らなか った帥。
それ をよ く示す もの として1939年にな って行なわれた 」,F,ダレ.スとジ ェイ ム
ズ ・ウ ォーバー グJamesWarburgとの論争,お よび同 じくE.セ.リグマ ンE.
Seligmanとの論争 があ る。最初 の論 争(1939年3月)でJ.F,.ダレスは,「 ド
伽
イ ッ や 日 本 が ア メ リ.カ に 戦 争 を 仕 掛 け る な ど と い う こ と は ヒ ス テ
6)拙 稿 「ナ チ経 済 とア メ リカ 大 企 業 フ ォー ド社 の 場 合 一1「 欧 米 資 本 主 義 の 史 的 展 開」 悪




9)ILid1935年に 至 り 同法 律 事 務 所 のユ ダ ヤ系 パ ー トナ ー と 」.D.ダレス の 間 で 対 立 が 起 きた 。
弟 の ア レ ンの 仲 介で 話 合 い が もた れ,結 局 同 法律 事 務 所 自身 の ベ ル リ ン事 務 所 は解 消 され た 。 し
か し諸 企 業 との 法律 顧 問 関係 は解 消 され て い な い 。 サ リ ヴ ァ ン&ク ロ ム ウ ェル の ドイ ツ ・ビ ジ ネ
スぱ 続 行 され た.こ の点 でNoτto恥M,B.andothers,APeopleandANatiaa:AHismryofthe
〔/「η碗4乱 破ε5,1994、上 杉 忍 他 訳 「ア メ リカ の 歴 史⑤ 大 恐 慌 か ら超 大 国 へ 」 夏省 堂,1996年,126
ペ ー ジM行 目に お け る叙 述 は誤 りで あ る。
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リーに と りつか れた者だ けが考 え得る こ とだ。」 と主張 してお り.1。,,二番 目の
論争(1939年10月)では 「この戦争一9月 に始.まった第二次 世界大戦(筆 者
注)一 にお ける連合国の立場 は,ど んな点 において もモ ラル上 ドイツの立場
に優越す る とい うことはない。いや む しろ ドイツの立場の方が連合 国の立場 よ
り道 徳 的に上で ある」 と述べ てい る1D。また後 に見 るよ うに1942年にはJ.E
ダ レス は元 のBIS総.裁で現在 は ファー ス ト ・ナ シ ョナ ル ・バ ンク ・オブ ・
ニ ュー ヨーク頭取 とな った レオ ン ・フレーザーの依頼 を受 け,ア メリカ合衆 国
司法省 に対 してBISの 利益 を弁護する役割を引 き受 けている。
BISの業 務におい ては,BISの 固有 の業務 と,.諸中央銀 行や その他 の国際
諸機 関た とえば国際赤十字委員会(IKRK,ICRC>や国際郵便 連盟(IPU)の
ための委託 業務 の問に大 きな区別 が ある。 自分 自身の固有の計算 に.もとつ く
BISの業務 はBISの 株式会社 としての私経済概 念に基 づいてい る。 それ は,
その経営 コス ト及 び株 式資本 に対す る6%の 配当 に役立たね ばな らない。BIS
固有業務 の金融 的な基礎 は基本 的にBISの ドイツに対 す る投 資で あった。 こ
のほぼ2億4,000万ライヒ.スマルクに達す る額 はすで に見 たよ うに 「ヤ ング案」
に よる賠償 支払 い義 務に 由来 し,BISは設立 諸 中央銀 行か らそ の経 営 の資 金
運用 を委託 され ていたのであ る。 この資金は,ド イツ国債,.ドイツ金割引銀行,
お よび ライ ヒスバ ー ン,ラ イヒスポス トの社債 に投資 され ていたのだ った。そ.
の ほか にBISは ライビスマルク ・ポー トフ ォリオを諸民 間証券 に も運用 して
いた ので あった。.1940年5月3ユ日付 けでほぼ2.,200万RMの価値 を持 つ282の
証券がBISの ポー トフ ォリオにあった。 民.問の最大 の借 り手 は,ド レスデ ン
銀行 で630万RM,.またその次 はコメルツ銀行 と ドイツ銀行 バーゼル支店がそ
れぞれ430万RMお よび2ユO万RMで あ っだ%こ れ らBISの ドイツ投 資か ら
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スフ ランなし〕しドル.(ρちには金)で 支払われてお り・年々900万か ら1・000万
ス イス フラ ンに上 りBISの 経常的 な純収 入の約85%をな していた。BISの経
営 コス トは ドイツか らの利子収入 よ りも常 に低か った のでBISに 貯 まる予備
金は継続 的に増 えていた。
BIS.によって彼 らの名義 で.しか し諸 中央銀行 の計 算で 管理 され てい る外 国
為 替及び金「1座(保管庫)は,戦 争勃発 に伴 う編成替 えの後に,主 にベル ンと
ニ ュー ヨー クに集中 された。す なわ ちベル ンの スイス国立銀行 に1,600万スイ
ス フランで あ り,ニ ュー ヨー ク連邦準備 銀行 に3,100万ドルであ る13♪。戦争前
に.はBISはロ ン ドン,パ リ,お よびアムステ ルダムに も資 産を持 って活動 し
ていたが,戦 争勃発後その業務 を実 質的に当時の二つの中立国の スイ スおよ.び
アメリカ合衆 国 に集約 した。BIS銀行業務 の こ.の継続 の基礎 はハー グ条約で
あ った。 これ はこの銀行をス イスの司法権外 にあ る国際機関 として設 立 したの
であ る。条約 の010条はBIS資 産 を戦時 において もあ らゆ る差 別的扱いや没
収 か ら保護 し,金 の輸 出人をBISに どんな時で も保証す るとい うもので あっ
た。
π ライヒスバ ンクに とってのニューヨークにお ける ドル窓 口
こ の 時 期 のBISの 機 能 を ドイ ツ.・ラ イ ヒ ス バ ン ク の 視 角 か ら 見 て み る な ら
ば 次 の よ う に な る 。 ニ ュ ー ヨ ー ク に お い て ラ イ ヒ ス バ ン ク はBISに1930年 以
来 ドル 口 座 を 保 持 して い た 。1939年夏 に い た る ま で は こ の 口 座 は 事 実 上 ほ と ん
ど動 き を 示 さ な か っ た 。 し か し そ の 後 と りわ け 第 二 次 世 界 大 戦 勃 発 以 降 か ら ラ
イ ヒ ス バ ン ク は 支 払 い ・受 け 取 り の 動 き を 開 始 した 。 毎 月 の 総 額 は100万 ドル
単 位 に な っ た 。194⑪年1月 に は こ の ラ イ ヒ ス パ ン ク ロ 座(ニ ュ ー ヨ ー ク に お け






俸顧 問であ るフェ リックス ・ヴ ァイザー はBISの ニ ュー ヨー ク連銀 におけ る
ラ.イヒスバ ンク委託[..1座での取引の流れ を次 のよ うに描 いてい る。 「基 本的 に
は次 め ようにな ってい ξ。BISは支 払いの時 に はニ ュー ヨー ク連銀 に,Xに
一定の額を ライ ヒスバ ンクの委託で支払 うように と指示 を出す。受 け取 りの時
は支払 い者 のYが ニ ュー ヨー ク連銀 に,ラ イ ヒスバ ンクのためのBIS口 座 に
あ る支払 いを したい と知 らせ る。 時に よって はライ ヒスバ ンクはBISに 名前
を示さない支払 いを求 めること.もあ る。」15}
ライ ヒスバ ンクと並んで多数の ヨァ ロッパの諸小国の中央銀行が二 手一ヨー ク
連 銀に委託 口座(保 管庫)を 保持 していたr.その額 は1940年1月1日付 けでほ
ぼ3,100万ドルにのぼ った。 その場合 もちろん活発 な支払い活動 を行 な う ドル
口座 が重 要なので はな く,.受け取 り用 の物理 的な金保管庫が重要なのであるL%
アメ リ カ人 の新 総 裁 トーマ ス ・H・ マ ッキ トリックの就任 以 来,BISは
ニ ュー ヨークにおけるライヒスバ ンクのための顧客サ ービスを一層 改善する こ
とがで きた。マ 閉キ トリック が セ ン トラルバ}ン ・.シュ トラーセにある総裁 室
に入 って数 日後,か れ はニ ュー ヨー ク連邦準備銀行総裁 ジ ョー ジ ・ハ リソンに
対 して ライ ヒスバ ンクに都 合が いい方 向で介 入 した。後者 は1月 の は じめ に
25,000ドルのライ ヒスパ ンクロ座 を一人 の債権者のあ り得べ き要求のためにブ
ロ ックした。 これ に対 してマ ッキ トリックはハ リソ ン総裁 に電報 を打 ち,.「わ
た しは ライ ヒスバ ンクが合衆 国司法 の下 をかい くぐって行動す ることを助 ける
つ も りは ないが,ニ ュー ヨー クの ライ ヒスバ ンク資 産 を守 る用意 はあ る。
ニ ュー ヨー ク.連銀 はニ ュ曽 ヨー クにお ける ラィヒス.バンクのす べ ての取引 を
BISを通 じて処理す る ことに同意 した と,ラ イ ヒスバ ンクは私 に伝 えて きた








二.ユー ヨ ー ク で ニ ュ ー ヨ ー ク連 銀 と ラ イ ヒ ス ベ ン ク の 弁 護 士 トプ ケ ン&フ ァ レ
イ の 間 で そ う し た 会 話 が 行 わ れ た こ と を確 証 した が,し か し な が ら 正 式 め 取 り
決 め を 締 結 し た こ と に は 異 議 を 唱 え だ%
1940年の1月 か ら6月 の 問 に ニ ュ ー ヨー ク のBISを 通 じ た ラ.イヒ ス バ ン ク
の ドル 支 払 い の 動 き は 極 め て 高 い 頻 度 の 往 来 を 経 験 し た 。BISの ラ.イ ヒ ス バ
ン ク 口 座 残 高 は,年 の は じ め に550万 ドル で あ っ た も の が バ ー ゼ ル か ら の さ ま
.ざ ま な 送 金 に よ っ て2月 に は さ ら に200万 ドル 分 だ け 増 え,そ して6月 の 半 ば
に は ほ と ん ど ゼ ロ に ま で 減 っ た191。ア メ リ カ 合 衆 国 財 務 省 は デ ン マ ー ク の 倒 壊
の 後(1940年4月10日)合 衆 国 内 に あ る 被 占 領 ヨ ー ロ ッパ 諸 国 の 預 金 を 段 階 的
に ブ ロ ッ ク し始 め る(ExsecutiveOrder8389)。ま た そ れ に ど ど ま ら ず 同 省 は
枢 軸 諸 国 及 び 中 立 諸 国 の 在 米 資 産 に 関 す る取 引 に 対 し て も許 可 制 の 導 入 を検 討
し 始 め た 。.それ が 実 際 に 導 入 さ れ た と こ ろ で は ニ ュ ー ヨ ー ク に お け るBISの
個 々 の 取 引 も厳 密 に 申 告 し,理 由 付 け を し な く て は な ら な く な っ た 。 こ れ に 対
応 し て ラ イ ヒ ス バ ン ク の;ユ ー ヨ ー ク.のBIS[座 で の 支 払 い の 動 き は そ の 後
数 週 問 で ほ ぼ 停 止 す る こ と に な る 。
1940年の 前 半 期 に お け る 許 可 義 務 制 の 導 入 以 前 に ニ ェ ー ヨ ー ク のBISに あ
る ラ イ ヒ ス パ ン ク ロ 座 に 流 れ 込 ん だ ち ょ う ど800万 ドル か ら ほ ぼ100万 ドル が ワ
シ ン ト ン の ドイ ツ 大 使 館 と ニ ュ 「 ヨ ー ク お よ び サ ン フ ラ ン シ ス コ の 領 事 館 に
行 っ て い る 船》。 そ の ほ か の60万 ドルgラ イ ヒス バ ン クの 支 払 い が ニ ュ ー ヨ ー ク
連 銀 の ゾ ヴ ィ エ ト国 立 銀 行 の 口 座 に 入 っ て い る 。 同 じ ソ ヴ ィエ トの 口 座 に 同 じ
日 に20万 ドル が ニ ュ ー ヨ ー ク の ス イ ス 銀 行(SBC)か ら 流 れ 込 ん で い る21}。こ
の 二 つ の 支 払 い は た ぶ ん 次 の よ う に 解 釈 して 間 違 い な い だ ろ う。 ラ イ ヒス バ ン








σ)ソヴ ィエ ト連邦 との間の金融 的なや り取 りの場所 として開いでいた。1939年
8月 の独 ソ不可侵条約以来 ソヴィエ トは ドイツへ補給物資を供給 していた。そ
れ にたい しソヴ ィエ トはニ ュー ヨークにおいて ドルでの支払いを受けていた と
い うことで ある。
SBCの ほかにUBS(ス イ ス ・ユニ オン銀行).もドイ ツとソヴィエ トとの一
時 的 な同盟 に機 会を見出 していた。か れ ら自身のス イス ・ジ ュラ山脈 の ヌヤ
シ》テル地方 のル ・ロクルLeLocleにあ る金選鉱所 は ドイツ経 由で 入 って く.
るソヴィ.エトの純度 の低い金 を国際的 に通用するよ う精練 し,そ れか ら認め ら
れ たス イ.スの検印 を押 した延 べ棒 に溶か し固 める業務 を行な ってい た駄 ソ
ヴ ィエ トの金 の儲か る業務 はスイス ・ユ止 オン銀行総支 配人のアルバー ト・ヌ
スバ ウマーAlbertNussbaumer.を1941年のは じめ にモス クワへの秘密会議 に
向かわせた。 これ についてヌスバ ウマ ーはマ ッキ トリ ックに も知 らせ てい る2㌔
ユ940年6月/7月 期 にBIS4tドル小切手 の兌換 の際 に ドイツの民 間大 銀行
ドイツ銀行DeutscheBankの便宜 を図 る介 入 を行 なった。 ドイ ツ銀 行 は1940
年 は じめにライヒスバ ンクか ら営業 を停止 した ダ ンチ ヒ発券銀行が持 っていた
344のBIS株式 の金融 上 の権利 を引 き継いだ.こ の株式 へ の1939・40営業年
向 けの6%の 配 当金 を支払 う.ためにBISは ファー ス ト・ナ シ ョナ ル ・バ ン
ク ・オブ ・ニ ュー ヨー クで 引 き出 され る4,224ドルの小切 手 を送 った鋤。BIS
配当金は これ まで は常 に株主の現 地通貨で支払われていたが,新 しい支払 い方
式が ドイ ツ銀行 には都合が よか ったのである。 ドイツ銀行 にとって1940年の7
月 にはニ ュー ヨー クにおける ドルの方がベル リンにおける ライ ビスマル クよ り
も比較 に ならな.いほ ど価値 があ った ので あ る。BIS配当金 の ドイ ツに友好 的
な支払方法は しか しなが らアメ リカ合衆国則.務省の外 国資産管理局の不信感を





























代 わ らにかれ らはレオ ン ・フ レーザーに対 しBISにつ いての照会 を求 めた。
彼が 現 在頭 取 と レて率 いて い る ファー ス ト・ナ シ ョナ ル ・バ ンク ・オ ブ ・
ニ ュー ヨー クは アメ リカ.合衆 国 におけ るBIS.の最大 株主 で あ るが,こ の元
BIS総裁 は当然 に許 可の付与 を支持 し,い くらか のや り取 りの後,ド イツ銀
行は1940年8月にや っと彼 らの配当小 切手を現金化す るこ とがで きた25〕。
同年9月 にマ ッキ トリックは アメリカ財務省 の官僚 に関わ る困難 についての
自分 の怒 りをニューヨーク連邦準備銀行 ハ リソン総裁への手紙の中で爆発 させ
てい る。「この財務省 の官僚 た ちはそ もそ も一体何 を考 えてい るのか?わ れ
われ ここBISに い る人 間たちはかれ らに とって一体何 なんだ?か れ らは,
われわれ のヨーロ ッパ にお ける配当小切手 に対す るこの不快 な策 略が どれ だけ
の信頼 を犠 牲 に した のか,ぜ んぜ ん分 か ってい ない。」zsiBIS配当小 切 手 の
ニュー ヨー クでの現金 化 を巡 る困難 はマ ッキ トリ ックに,ア メリカにお ける ・
BISのイメージ を二子一 ヨー クとワ シ ン.トンへ の 自らの旅 行 によって改 善す
るという考 えを起 こさせた。 これにつ いては後述す る。
ち ょうど800万ドル,す なわ ち当時の為替 レー トで はほぼ3、500万スイ速フラ.
ン,な い し今 日の価値では概算で4億 スイスフラン,が ライヒスバ ンクが1940
年前 半期 にニ ュー ヨー クのBISド ル窓 口を通 じて支払 った額 である。金額は
今 日の.見方で見れば特 別に多 い とは見 えないか もしれない。 しか し実際 この支
払いの意味は,.その絶対額 よ りも,ド イツの戦争経 済が この時期 にアメ リカ合
衆国 との間に支払 いのす ばや く確実 な水 路を持 っている とい うこと自体 にあ る。
実際BISが[.1座を保持 してい る諸銀行 の ウォール ・ス トリー トにおける広 範
なネ ッ ト.ワー ク の存.在とBIS銀 行部 門が ライ ヒスバ ンクの委託で 「名義 を示
さない支払 い」 を行 な う用意があ るとい うことの二つ をあわせて考え ると,ベ






界 が 置 か れ な い の で あ る 。
IIラ イヒスバ ンク にとってのスイスにおける金回転台
金 は.BISにと.ってそ もそ も193⑪年に お ける設立 の時期 以来 重要 な役 割 を
担 っていた。BIS設立の 父たちは この銀行 に金本位 制 の番 人た る役割 を割 り
当てていたのであ った6第....一次 世界 大戦前 まで は国際金.本位制は世界的規模で
通用力 を持 っていたが,1914年にこれは崩壊 した。1924年か ら1928年の間金本
位制 は世界のほ とん どすべての国々でふ たたび導入 され,諸 中央銀 行総裁 たち
は,こ れ を もって1914年か ら1924年まで の戦争 とハイパー ・インフレー ション
の時期 の貨幣危機 は決定的に克服された と信 じた。 この幻想 は1931年9月イ ン
グ ラン ド銀行がその金兌換義務 を廃 止 しなければならな くなった時は じけて.し
ま った。 イ ングラ ン ド銀行は大恐慌 の中で劇 的に増大す る外国か らのポ ン ド資
産の金へ の転換要求 を もはや満たす ことがで きなか ったのであ る。1933年のは
じめに はア メ リカ合衆 国 も金兌換 義務 を停 止 した。 そ の中でBISは 危 機 に
陥 った金本位制 を継続 して擁護 した。主任エ コノ ミス トのペ ル ・ヤ コブソンが
その理論 的裏付 けを提供す る とと もにゴBIS銀行部 門はあ る程度 まで は金 本
位 制の実践 的な擁護のため に既 に述べた諸中央銀行 のための金決済制度 を構築
したので あ る。
1939年の8月 か ら12月の 間にBISの 金決済業務 は著 し く規模 を縮小 した。
とい うのは ヨー ロッパの多数 の小 国の中央銀行が その ヨ.一ロ ッパのBIS金 保
管庫 をニ ュー ヨー クに移 し,さ らに大部分の金を彼 らの名義で ニューヨーク連
邦準備銀 行 に保 管 したか らで あ る。1939年8月1日 か ら9月30日 まで の間 に
BISにおけ る諸 中央銀行金保管高 は全 部で28トン(価 値 に して1億4、000万ス
イ.スフラン)か ら13トン(価 値 に して6,600万スイスフラン)に まで半減 した。
最 も激 しか ったのが イ ング ラン ド銀行 にあ るBIS金 保管庫で あ って,そ れ は
11トン(ほ ぼ5,500万スイスフラン)か ら2ト ン(1、000万スイスフラン)へ 縮
小 した。ニ ュ「 ヨー クで はこの 間300万スイス フラ.ンか ら800万スイスフランへ
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す なわ ちほぼ1.6トシへ と増大 した。 ベル ンではBISは1939年9月30日でほぼ
.2.5トン(価 値 に して1,300万スイスフラ ン)の 流出の後なおほぼ9ト ン(価 値
に して4,400.万ス イスフラ ン〉 を維持 した27}。これ らの大規模 な金 の海外へ の
移動 につい ては もはやBIS金 決 済制 度は純粋の振 り替 えで は実行で きなか っ
た。 これ らの金の大部分は物理 的にニューヨークへ運ばれたのである。
1939年の第4四 半期 に もヨー ロ ッパ のBIS諸 中央銀行保 管庫 か ら.のニ ュー
ヨー外 の流出は線'た ・ベルンか.うはスウエーデ避 燃 行が5ト ンを・
ポー ラ ンド銀行 が.6トンを移動 させ,ハ ンガ リー,ノ ルウェー,オ.ラ ンダ,
ルーマニア,ユ ー ゴス ラビア,フ ィンラ ン ドづお よび トルコもい くらか を移動
させ た。 パ リとロン ドンか らの輸送 を含 めて.BISは1939年8月か ら1940年5
月まで に全部でほぼ36トンの金 をニュー ヨークへ輸送 した ことになる2%
この大規模 流 出の あ とBISは1940年1月にベル ンで なお15の中央 銀行向 け
の保管庫 を導入 したが,し か しそれ はい.くらかのわずかなキ ログラムの最小限
金残高に まで沈んで しまった。帳簿 にお ける最低は ドイツ.・ライ ヒスバ ンクの.
純金3.1キログラムで あった。 ただ イ タリア銀行の金残高だ けが ち ょうど1ト
ンを もって例 外をな した。
BIS.のそ れ 自身の保管庫 の残 高 は500キログ ラムであ り,ま た増 加 しつ つ
あ った。 ライ ビスバ ン.クは戦争勃発 直後 か らかれ らのBISへ の利子支払 いを
スイス フランではな く対応す る金の供給 を通 じてまか な うことを始 めた。 この.
支払方法の変化はパウル ・.ヘヒラーを不安 にさせ,か れは1940年3月のベ ル リ
ン訪問の際 このテーマをテー ブル に出 している。「この金の スイスへ の移転 は
あ る種の困難に導 かないか?」 とかれは ライヒスバ ンク総裁 フ ンクに訴 えた。.








ドイツの外 貨状 況は1933年以来悪名高 く悪か った。 そ こで ナチ政権の経済的
外交政策は よく知 られているようになるべ く外国為替を使 わない二 国間の清算
協定 を原則に していた。それ にたい して1938年以降 ライヒスバ ン.クはオース ト
リアの金準備の 「継承」 とチェコスロバ キアの金準備の 「略奪」等 によって次
第 に金準備を増や しつ つあった ので ある。
1940年1月ユ4日にライ ヒスバ ンクか らBISの ベ ルンにあ る保管庫 への金供
給が始 まった。6月5日 までにライ ヒスバ ンクは新 し く開設 したナ ンバ ーUの
小保管庫 に6回 にわた る輸送で1..8トンの金 を送 り込 んだ。3回 の移送 はベ ル
リンか ら直接,あ との3回 は ライ とスバ ンクが1940年5月にベル ンのス イス国
立銀行 に開設 した 自身の金保管庫か らの移転で あった3%.
スイス国立銀行の外国金保管庫 の資 産目録か ら見 られ るところでは,1940年
6月7日 にBISの ライヒ箔バ ンク小 保管庫ナ ンバー11からバーゼ.ルにあ る ス
イス ・ユ ニ オン銀行 くUBS)のユ ー ゴスラヴ ィア国立銀行 の保管庫 へ1ト ン
の金が流れ込んで いる.残 余 の799キ1]グラムの金 も1940年10月ユ日に金輸送
会社 の ゴン ドラン ド兄弟社 に渡され リスボ ンへ 冒険的な旅 を行 な6て 輸送され
た。そ こか ら今度 はニュー ヨー クへ移送され最終 的にはニュー ヨー ク連邦準 備
銀行 のポル トガル銀行 の保管庫 に移された。 これ を もってBISの.ベル.ンにお
けるナ ンバー11小保管 庫 はふ たた びか らにな り,解 消 された31)。この ユー ゴス
ラ.ヴィア とポル トガルへ の金譲渡 を もって ライ ヒスバ ンクはは じめ てBISの
金 回転台 としてのサ「 ビスをユー ゴス ラヴィアとポル トガルへ の支払いのため
・に使 い始めた。
ライ ヒ.スバ ンクのBIS金 保 管庫を経 由 したユ ー ゴス ラヴ ィア国立銀行 の ス
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れ そ こで突 然中断 した.(表1)。全部 で ライ ヒスバ ンクはBIS経 由で4.6トン





一 ヶ月後 ドイジ国防軍がバ ルカン諸国に侵攻 し,第 三帝国 はそ の輸入 を今度 は
金ではな く,そ もそ も支払 った場合の ことであるが,信 用状 によって支払 うこ
とになる。
ユー ブス ラヴ ィアの後 は同 じくバ ルカン国のブル ガリアが1941年ユO月に1ト
ンの金 を受 け取 った。 ベ ル ンのBISの ライヒスバ ンク保管庫か ら出て二 回の
輸送 によって ソフ ィアに送 られ た珊。
ライ ヒスバ ンクの金 のスイスにお けるBIS金 回転台を経 由 した最 大の受 け
取 り手は1941年か ら1942年にか けてはポル トガル銀行 であ った.(表2,表3)。
ポル トガルは スペイ ンと同 じく彼 らに対 し連合国の経 済封 鎖が許 してい た寛容
な特別規制に よって利益 を得 ていた。 この特別扱いは,連 合国側 としてはこの
フ ナシス.ト独裁政権のイベ リア半 島の両 国が枢軸諸国 と結合す ることが妨 げ ら
れねばな らなか ったか らである。両 国は しか し南 アメリカ諸国か ら軍需物資 を
輸 入 レ,こ れ らは まず スイスに.そ こを経て ドイツお よび イタリアに再輸 出さ
れ ていた。それに加えて1941年末 まで はブエ ノスアイ レスか らリオデジ ャヰイ.
ロを経て カ ップ ・ヴェ.ルデ ン,セ ヴ ィリアを通 りローマ にいた るイ タリア航空
の定期便が存在 していた。主要な積 み荷 は,工 業用 ダイヤモ ン ド,タ ングステ
ン,プ ラチナな どであ った諭。 ドイツのベ ル ンにおけるポル トガル銀行へ の金.
譲渡 は輸入品の支払いかあ.るいは ドイツ人が南 アメリカで支払 うためのポル ト
ガル通貨 エスクー ドの購入のためかいず れか に役立 った。 スペ インの場合 は ド
イ ツの金供給 は単 にわずかな部分だけが スイス経 由で行われた。なぜな ら ドイ
ツ人は フランスの 占領地区でスペイ ンとの間に共通境界 を持 っていたので金 は
ス イスへ の回 り道 を通 らな くて も直接 ベル リンか らマ ドリッ.ドに届いたか らで
あ る。



















おいてBISと スイス国立銀行 それ にス イズ民 間諸大銀行 とめ完全な共生関係
.をな していた。ただ三者すべての協働 活動 のみが金 回転台 を回す ことがで きた
のである。スイス国立銀行総裁のエ ルンス ト・ヴェーバ ーの発言の中ではエス
クー ド業 務は次の よ うに展 開 され る。「エ スクー ドは(ポ ル トガル銀行か ら)
金ρ)譲渡証 とひきか えに.与・えられる。 これはベル ンの スイス国立 銀行 が リスボ
ンへの輸送 の目的で委託 されて用意 してお くものだ。 また スイスの商業銀行 を
通 じてライ ヒスバ ンクは多額のエ スクLド を調達 している。その際 はライヒス
..バ ンクは金 を以 って支払 う。 これを商業銀行 は民 間の貯蔵者に販売す る。その
際獲得 され たスイスフランはポ ル トガル銀行が スイス国立銀行で金を買 う時 に
使 われる。 ポル トガル銀行 によって こうして獲得 され た金 はスイス国立銀行 に
よって リスボ ンに輸送 されて はならない。」35♪
BISは戦争以来何 トンもの金 を フラ ンスお よびスペイ ン経 由で リスボンに,
そ してさ らに はニュー ヨー クに輸送 してい た(表3)。 その際積み上 げ られ た
経験 と関連す る諸 中央銀行へ の直結 ケー.ブルのおか げで,BISは1940'x"夏に
は リスボ ンへ の金輸送の効 率的組織化 のために必要 なあ らゆ る手段 を持 ってい.
'た。.さらにBISは そ の ノウハ ウを独 占 してはい なか った。 かれ らは スイス国
立銀行.にフランスの崩壊後 リスボ ンへ の金輸送の正確 なルー ト,必 要 な トラン
ジ ッ ト書類 および輸送 費用 を教 えた鋤。 スイス国立銀行 の側か らは1940年11月
に輸送業者の ゴン ドラン ド兄弟 社の3人 のスイス人運転手 トリオのためのスペ
イ ンの通貨 ヴィザの調達 の際の協力 を通 じて必要 な助言にたい してお返 しを し
た。
ドイツ人が1940年か ら41年の冬 に.バルカ ンにおいて また ソヴィエ ト連邦 に対
す る軍事行動 を準備す る窪めに7層 多 くの物資 をポル トガルか ら購入 していた ・




34 (506) 第161巻 第5・6号
表2第 二次世界大戦におけるライヒスバンクの国際決済銀行への
受け入れ.金の最終的受取 り機関(1998年9月国際決済銀行調ぺ).
DaしeGold Date〔}oki N皿 】ber Year Totalfine
cameinto wentout ofgold ㎜rk已d weight Destination





13.ロヨ.40 馴〕ldon10.02.194116 一 200.35846 NB。fP。rt㎎記
8.05.40 駅}ldon10,02,194126 324.74215 NBofPortugal





































































































































































Dat已Gold DateGold Number Sear Totalfine
comeinto wentout ofgold marked weight Dgs加a廿on
BIS fromBIS bars onbars(inkgs、)
1943
13.01.43 soldon4.03,19431 1932 12.44376 NBofBulgaria
debitednn22,03.19447 1932 89.23706 NRofRumania
25.01.43debitedon22.03,194442 一 5D1.26-70 NBofRumania
9,D3,4診 debitedon22.03,194442 1942 499.96467 NBDfR㎜aia
26.05.43dヒhtedD皿22,03,1944/7 1942 200.01858 NHofRumai臼
29.06.43debitedo皿22.03.194417 1942 200.86829 NBQfR皿Laia
2,08.43debitedon22,03,19446 1937 200.40179 NHofR㎜aia
28.08.43debitedon22.03,194416 1938 201.35418 NBofRumaia
1,10.43.earmarkedon工7.01.194716 1938 200.M941 NBofRu皿aia
27.10.43earmarkedon17.Ol,194716 1938 199.98118 NBofR㎜aia
3.12.43debitedon22、03.194416 一 201.38051 NBo[Rumaia
30.12.43debitedon22,03,19446 1939/1934199.30678 NBofR㎜ai己
1944
21』1.44 debitedon22,03.19446 193毫 .200.05514 NBofRumania









































27.11.40Beme Lisbon BIS 64 799.27177
27.12.40Lisbon NewYork ssExeterBIS 40 499.93775
1941
9.01.4ユZurich .Beme BIS 58 703.85810
31.01.41Lisbon NewYorkasExcaliburBIS 餌 299.33402
11.10.41Berne Lisbon BdPo質u弩a1 29 363.53356
7.11.41Brene Lisbon BdPonugal 43 544.57871
13.11.41.C.hamah6resB rne BIS 23 288.12250
.21.11.41Beme Lisbon BdPQrtugal 57 725.19802
3,12.41Beme Lisbon BdP。rtugal 72 902.56825
12.12.41Bern巳 Lisbon BdPortU暫al 72. 898.75686
1942
.
12.03.42Berne Sofia bvrail「 NBBulgaria 43 527.18183
25.03.42Berne So丘a byrail♂ NBBulgaria 44 518.12160
13.04.42Beme So丘a BCSo丘a 57 692.73582
23,06.42Berne SD丘a NBBulgaria 4 48.19316
29.王0.42Berne Lisbon B【S 48 599.24742
1943
....
25,02.43Beme Lisbon .BIS 20 241.85302
10.03.43Berne Ge配va BCSofia 4 48.98491
1944






















の クレッヒャーが持ちあが って きている問題 の相談のため にスイス国立銀行 と.
BISの首脳 をベ ル ンの ドイツ大使 館で の夕食 に招待 した。そ の際 はマ ッキ ト
リックとパウル ・.ヘヒラーのほか にスイス国立銀行総裁のエル ンス ト ・ヴェー
バーお よび同理事 のパ ウル ・ロジーそれ に元 のス イス大 統領 の ゴッ トフ リー
ト・バ ヅハマ ンも同席 した3%ポ ル トガル銀行 はぎわめ て厄.介な肥大化.したポ
ル トガルの金保管庫 のベル ンか ら リスボ ン.への輸 送 をBISに 委 託 した。それ
にたい してBISの 契約輸 送業 者の ゴ ン ドラン ド兄弟社 は1941年10月は じめ に
0.4トンの試験的 な急行便 を組織 してみた。 スイス国立銀行理事 の ブリッツ ・
シュノル フさ の手紙の 中でBISCDパウル ・ヘ ヒラー とロジェ6オ ブワ ンは こ.
の試みの成功 した経過 につ いて述べてい る.。「スイス国境 か らスペ イ ン国境 の
カンフランクまで輸送は3日 かか り,そ こからスペ イン民兵の警護の もとでな
お一 日半 をバ ダ ヨツまで.こ こか らなお リスボ ンまで一 日かか る。全 部で リス
ボ ンまで7日.間であ る。 コス トは保 険 と二人 の武装 した人間 による監視 を.含め
て発送物の価値の1000分の85である。 あなたが 同様 にリスボ ンへの金輸送 を行
な う意図があ るな ら,こ れをわれわれ の発送 とい っしょに行 な うことがたぶん
目的に適 っている。」謝
成功 した試験 的な急行便g後BISの リス ボンへ の金輸 送が 間断 な しに続 い
た。1941年10月24日には0.9トンが,11月7日 に1ま工8ト ンが,12月3日 に`ま
4.4トンが,12月12日にはまた4.4トンが,そ して1942年1月5日には3度 続 い
て4.4トンが運 ばれた。 トー タルで ゴン ドラ ン ド兄弟 社は この2ヶ 月間でほぼ
20トンの金(価 値 にして1億 スイスフ ラン)を リスボンに運んだ。 これ は今 日
の価値で言 うと10億か ら15億スイスフラ ンに相当す るもの と評価 され る。それ
ぞれ4.4トンずつ の三 回の輸送 はそのつ どリスボンへ の輸送 のためのゴ ン ドラ









この,BISが 役 割 を果 た した,ベ ル リンか らベ ル ンへ,そ ヒか らリスボ ン
へのあ らゆる金輸送 は,連 合国 に隠されていた ので は決 してない。1942年1月
8日 にな ってマ ッキ ト.リックは ロン ドンのイ ングラ ン ド銀行総裁 ノーマ ンから
ひとつの警告 を受 け取 った。 「私が聞 いた ところに よれば,BISは.スイスか ら
リスボ ンへの金輸送 を組織 した とい うことだ。私 はあなた に,わ れわれの政府
が この金 の運動 を最大限 の不信感を持 って見 ているこ とを警告す る。」al
7ッ キ トリ ックは折 り返 し返 事を出 した。「ご警告大変有 り難 う。われわ れ
は1941年10月ユ日か ら12月18日まで5回 の リスボ ンへ の全部 で3,3トンの輸 送
を組織 した。2回 の輸送で はわれわれはただポル トガル銀行 のための輸送者 と
して機能 しただけだ。」41〕20トンと言 う代 わ りに一 この数 はスイス国立銀行に
あ るBISの 金保 管庫 の在庫 リス トに よって調査で きる一42〕,マ ッキ トリ ッ
クはただ3.3トンだ けと言 っている。
マ ッキ トリックはスイスにおけるライヒスバ ンクのエス.クー ド業務の経済的
動機 は当然の ことなが らよ く分か っていた。20年後,1964年に も,す で に引用.
した プリンス トン大学のオーラル ・ヒス トリー ・インタビューで彼 はこれ につ
い て回想 している。「私 は,ド イ.ツ人が彼 らの南 ア.メリカにおける活動のため
に必要 な外国為.替を資金供給 してい るこ とを知 っていた。 ライ ヒスバ ンク,ス.
イス国立銀行お よびポ ル トガル銀行 は,ド イ.ッ人 に南 アメリカで支払 うことが
出きるエ スクー ドを供給す るア レンジメ ン トを していたのだ。ベル ンのスイス
国立銀行 の保管庫への金供給 と引 き換 えに,ポ ル トガル銀行 はエ スクー ドをラ






















処 理のあ る段階 はスイ7/民間3大 銀行 に委 ね られた。われわ れBISか らであ
る。 とい うの は ドイツ人は金 をわれ われ に供給 していたか らだ。」姻
.スイス国立銀行 もまた連 合国か ら警告 されていた。 ワシン トンの アメ リカ合
.衆国財務省はス イス国立銀行 の在米代 表の ヴ ィクター ・ガ ウテ ィー アを呼び出
し,合 衆 国財務 省は この輸送の中止 を求 めてい ることを知 らせた。「ナチスが
スイ.ス諸銀行 とB蛉 か らエス クー ドを供給 され ている」 とい うことが 出発 点
であ った。 ス.イス国立銀行 はこの威嚇 を気楽 に考 える余裕はなか った。アメ リ
カ合衆 国にあ る凍結 され るか もしれ ないスイスの全資産はほぼ50億ドルで あ り,
ドイツにあるスイス資産よ りず っと多か った。1942年3月U日スイス国立銀行
総裁 エ ルンス ト・ヴェーバ ーはBIS総 裁マ ッキ トリ ックに最終 的に,ス イス
国立銀行 はエス クー ド取引 をスイス自身の必要のためだけになお許可す ると伝
えた4%そ のす ぐ後ポル トガル銀行 は1941年11月24日に開設 したかれ らのB15
特 別保 管庫"A"を ふたたび解消 した。
鋳造活動
ラ イ ヒスバ ン.クの他 の諸 中央 銀行 に対 す る金譲 渡 の技術 的処 理 と並 んで
BISはまたい くつかの金 貨か ら金 の延 べ棒へ の鋳造 活動 において も手助 け し
た。1940年12月か ら1941年の9月 までデ ンマ ーク国立 銀行 はBISに ほぼ8.ト
ンの金貨を保管 していた。その うちか ら少 な くとも ユトンが スイスにおいて,.
ベ ル ンのスイス同盟鋳造所かあ るいは スイ.ス・ユニオ ン銀行の ル ・ロクルにあ
る金精練所 のいずれかで延べ棒 に鋳造 され,そ してベ ルンのユー ゴス ラヴ ィア
国立銀行金保管庫 に供給 された4%.デンマー クは当時 ドイツ国防軍 によって 占
領 されてお り,.コペ ンハ ーゲ ンの デンマー ク国立銀行 には ライ ヒスバ ンクの管
43)OralHistoryIntervi巳wMcKlttrick,op.dム,p,42.






理官 が銀 行業務を監視 して いた。1940年10月BISはライヒスバ ンクのための
大 きな鋳造活動を組織 した。 ほぼ1ト ンの フランス ・ナポ レオ ン金貨が,ス イ
ス ・ユ ニオ ン銀行の ル ・ロクル支店 がBISの ライヒスバ ンク保管庫 に供給 し
た22個の箱(24番か ら45番まで)に 詰め られて,ス イ ス同盟鋳造所で延べ棒に
鋳造 され,そ の こ輸送業 者ケー リ&エ ー ラーに よってブ タペ 界 トまで運 ばれ
た4%.この金貨が どこに由来す るか,ド イツの戦前か らの所有であ るか,そ れ
ともフランスの地方銀行 の民 間銀行 金庫 か ら ドイ ツ国防軍 とSSが 略奪 した も
のに由来す るか ははっき りしない咽%も うひとつの よ り大 きなハ ンガリーの金
の延べ棒の鋳造の ことが1943年5月5日のス イス国立銀行 の.「外部金保管庫,
.BIS」の在庫 リス トに出てい る。当時 スイス同盟 鋳造所 はBIS保 管庫 の172の
金 の延べ棒か らブ タペス トの中央貨幣機 関のために172の新 たな,重 さ総計ほ
ぼ2ト ンの延べ棒 を鋳造 し,ス イスの検査 マークを もつ.て与 えた侶㌔ 中央貨幣
機関 は,ハ ンガリー国立銀行 の半官半民の付 属施設 であ り,1940年11月に4ト
ンの保 管を以 って彼 ら自身のBIS保 管庫 を開設 しだ%そ れ以 来 この保管庫
は金の活発な流入を示す ことになった。.1941年7月19日には輸送会社 ケー リ&
エー ラーはBISの 委託 で ほぼ6ト ンの金 をベ ル ンか らブ タペス トのハ ンガ
リー 国立 銀行 に運 んだ鋤。1944年5月4口 に スイス同盟鋳造 所はBisか らの
最後 の小 さな鋳造委託 を受 けた。8つ の金 の延 べ捧 がBIS保 管庫7番 か ら鋳
造 された51,。


























BISとス イス国立銀行 との 関係 は1939年5月に副総 裁 パ ウル ・ロジーを
BISrP役 会 メ ンバー と して受 け入れ るこ とをBISが 拒否 して以来,冷 淡な
ままに とどまっていた。 同事 件は,ス イス国立銀 行総 裁エル ンス ト.・ヴェー.
バーが 自身の意志 に反 して連邦協議.会と銀行理事会 の希 望に応 じてB工S監 査
役会 に席 を もつ とい う結 果に落 ち着 いてい た。 こうしたエ ル ンス ト ・ヴェー
バーのBISに 対 す る反感 もしか しなが ら両機関が 戦争勃肇直後か ら金業務 に
おいてますます緊密 に協力 し合 うことを妨げ るもので はなか った。既 に述べた
ようにBIS6*,バーゼ ルにおいて金保 萱所 を持 っていなか った。彼 らの金業務
はス イス国立銀行 の金保管所 を通 じてベ ルンにおける連邦地区 の もとでお こな
われてお り,い くつか の場合 にはチ ュー リッヒにあるそれ を通 じて行 なわれで
いた。当然のことなが らこの よきサー ビスは無料 ではなか った。ス イス国立銀
行 はBISか ら以下 のよ うな計算で手 数料 を取 った。金 の受 け入れば価値千分
率の0.03,保管庫での移転は同0,015,送り出す時は同0,9であ る。 この料金比
率はニューヨーク連邦準備銀行 のそれよ りも高か った。ニ ュー ヨー ク連銀で は
金受 け入れが価値 千分 率0.024,保管庫内移転が同0.011であった駿)。手数料 は
す ぐさま貨幣収入 となる。 ス イスフラ ンで言 うとBISは8月 か ら12月の問の
ニュー ヨークへ輸送 し.たほぼ10トンの金 だ けで60万ス イス フラ ンを支払い,
1941年終 わ りのポル トガルへ輸送 され た20トンにたい して120万スイス フラ ン
を支払 ってい る。
海外 への金 現送 の技術 的問題 につ いて はBISは 彼 らの金決 済に 関す る長
年 の経験 の おか げで ス イス国立 銀行 よ りも大 きな知識 を持 って いた、 彼 ら.
はこの知識 を独 占 しは しなか った。1940年2月BISは ス イス国 立銀行 に対
しベ ル ンにおけ るス イスの金 のニュー ヨー クにお ける金にたいす る交換 にあ
た ってサ ー ビスを提供 した。 これ は支払額 に対 す る手 数料 価値 千分 率2.25で
52>Schwei2ehscheNahonalb日nk,ArehlvBem」Aエchivnummer3046BIZ,inTrepp.
42(514)0161巻 第5・6号
あ った53,。.1940年5月は じめに両機 関はよ り大 きなスイス国立銀行の ロン ドン
へ の金 輸送 を計 画 した鈎。 ライ ヒスバ ンクが1940年5月にか れ らのBIS内 保
管庫 に追加 してスイス国立銀行 に自身 の金保 管庫 を開設 した後,こ ちらの方の
取 引ばす ぐにBISに お ける出 し入れ を凌駕す るようになったが,ス イス国立
銀行 はこのBISの 知識 の優位 に短期 間で追いついた。
金業務 における接 近 にもかかわ らずBIS経 営 陣 とスイス国立銀行幹 部たち
の まず くな った関係 はユ940年の うちには改善され なか った。すで にのべた,ス
イス国立銀 行 も参加 したBISと ユー ゴスラヴ ィア との業 務の盛 り上が りはス
.イス国立銀行の内部で の強い批 判 に導いた。 ユ941年1月30日の スイス国立銀行
幹部会会議 の議事録 は伝 えてい る。「BISがス イス民 間諸銀行 とと もに行 な う
様 々な金業務が われ われの注意を引 く。」 と 「そ して幹部会 は次 のような見解
で一致 している。.すなわ ち,こ うしたBISの ス イス諸銀行 との業務 は基本 的
に望 ましくない と考 えね ばならない。」55}ユーゴ スラヴィア業務 においては ドイ
ツ人 とエー ゴスラヴ ィア中央銀行だ けでな くひ とつ のス イス大銀行 も参加 して
い るのだか ら,ス.イス国 立銀行 はBIS定 款 の第23条に従 って拒否権 を持 って
い た。す なわ ち,第23条 は言 う。「BISが諸 車.央銀行 との問で 許されている業
務 は,関 係 する国の中央銀行が異議 を申し立 てない とい う前提の上で,あ らゆ
る国の銀行,銀 行業 者,会 社 ない し私人 との問で も行 なわれて よい。」隅ユー ゴ
スラヴ ィアにたいす る ドイツめ金譲渡がス イス国立銀行 によるその差 し止めの
後 まもな く ドイ ツ国防軍 のバ ルカンへの攻撃 とともに とまった後で,問 題は 自
ずか ら片付 いた。 毛ちうんス イス国立銀行幹部 はひ とつ の教 訓 を学 んだ。 「第




























ことがで きない。承認 は前 もって求め られるので なければな らない。」57}.
スイス国立銀行のBIS金 業 務 に対す る批 判 は,じ っさい苅外 的な政策 に動
機づ けられてい るのではな くして,ス イスの 国内政策 に動機づ け られ た もので
あった。す なわち、可能な限 り多 くの金 を蓄積す るためにスイス国立銀行 はそ
の外 国へ の流出 を妨げ ようとしたので ある。貴金属 は輸 入の支払 いのため に用
立 てられ るべ きであ る。 こうした目的をスイス国立銀行は国家 の 自由な金市場
への.介入 なしに実現 しよう.と思 った。難 しい試みであ った。 なぜ な らフ.ランス
およびイベ リア半島か らの金需 要は大 きくまた スイスの 自由金市場で の価格は
常 に上昇傾向 にあ ったか らである。 スイス国立銀行 は,ス イス諸銀行 に金 を常
に4,970スイス.フラ ンの戦前 の一 キロ価格 で販売 し続 け,ま た名 目価格で諸銀
行 に引 き渡す20スイス フラ ンの新 しい金貨 を鋳造す る一方で,民 間は 「ヴ レネ
リ金貨」 にた い して30スイス フラ ン以上 また キ ロ延 べ棒 に対 して5、700ス.イス
フランまで支払 った。 このことか ら,民 間銀行 はスイス国立銀行で安い金 を買
い これをず っ と高 い価格で民間の蓄蔵者 に再販売す る ことで巨額の利益を.ヒげ
ることがで きる ことに なった。 スイス国立銀 行の見解 によれ ばBISの 業務 も
最終的にはスイスか らの金流出 につなが ることになるのだ った。 これが事 実 と
して適切 であ るか どうか は もちろん疑 わ しい。なぜ な らベ ル ンにお けるBIS
の金在庫 は1940年の1月 か ら1941年の7月 まで2.5トンか ら5,3トンに増加 して
いたか らであ った駆)。
ユ942年の初頭 の大規模 なポル トガ ル業務の最 中にス イス国立銀行 のBISと
の金 業務 における紛争 は重 要 な局面 を迎 えた。 きっか けを もた ら したの はス
ウェーデ ン中央 銀行 のイ ヴ アール ・ルー トIvarR⑪othであった。か れ は ス
ウェーデ ンの スイスにおける金取引のた めにBISを 利用 しよ うとレた。 これ








スウ土一デ ンはかれ らの ドイツ第三帝 国に対す る大規模 な戦略物資供給 の一部
をスイスにお ける金供給 を以 って支払わせ ていたので イヴ アール ・ルー トはス
イ界においてや るべ き ことがた くさんあ った。.「わ た しはあ らゆ る手段で スイ
ス国立銀行か らこの許可を手 に入れ よ うと試みた。そ しては っき りした否 の返
答を得 た。我がチ ュー リッヒの大銀行 の友人 もまらた く助 けにな らなかった。」
.当時 イヴ アー ル ・ルー トはBIS総 裁 マ ッキ トリックにこ う言 ってい る。 この.
イ ヴアール ・ルー トの試みの後 スイス国立銀行総裁エ ルンス ト・ヴェーバーは
BIS総裁 マ ッキ トリ ックをチ ュー リッ ヒまで 呼 び 出 しはっ き りと語 った。
「BISは最近 疑い も..なくその課題 には ない はず の スイスの通常銀行 業務 に手
出 しを してい る。」591さらに ヴェーバー は,BISは 外 国で不信感 を刺激 して お.
り,こ れ によってその損害 を更 に増す と警告 した。 これ に対 しては マ ツ.キト
リックはヴェーバーを支持 し,総 支配人のパ ウル ・ヘ ヒラーがす べての関連諸
問題 を詳細 にスイス国立銀行 と話 し合 うよ う提案 した5ゆ》。
両銀行総裁が取 り決めた話 し合 いが結局1942年9月に実現するまでにな.お約
半年 が経過 した。参加者が この動機 のスイスに と.っての大 きな意義を示 してい
る。BIS側 ではパ ウ ル ・ヘ ヒラー とコ ン.ラッ ド・テ ィー ル シュが参 加 し,ス
イス国立銀行側 で はエ ルンス ト ・ヴェーバ},パ ウル ・四 ジー,ブ リッツ ・
シュノル フお よび アル フレッ ド・ヒールスAlfredHirsを含 む全経営 陣と元 の
ス イス国立銀 行総裁 バ ッハマ ン教授 が参加 した6㌔ スイス国立銀行 の首脳 たち.
』は再度
,か れ らはスイス.の金保有残高 を国民的防衛上の利益関心から高 めよう
と欲 してお り,そ のために国内及 び国外 の蓄蔵者への金流出は阻止されね ばな
らない と強調 した。BISの金業務 におい て も金 は再 び外 国 に流 出 してい る。
とい うのはBISは 単 なる回転台で あるか らだ.加 えてBISは スイ.ス国立銀行















BISの外国の中央銀行 との取引を通 じたスイスの金政策のこうした掘 り崩 し
は望ましくない。スイス国立銀行の非難に対してパウル ・ヘヒラーは次のよう
に答えた。「BISはまさしく外国の発券(中 央)銀 行か ら現在,金 の延べ棒及
び金貨を買い入れること,またほかの発券銀行に再販売することあるいは金貨
を.金の延べ棒に交換することについて問合わせを受けているところだ。スイス.
国立銀行 にもBISは繰 り返 し金を販売 してお り,例えば]941年5月28日には
ナエノス ・アイレスのアルゼンチン中央銀行で1.4トンの金延べ棒 をまたベル
ンでは500キログラムの合衆国イーグル金貨をスイスフランに対 して販売 して




的に次の ように取 り決め られた。「スイス国立銀行は次のことに同意す る。
BISが控 えめな規模において外国の発券銀行 との間で金業務を続けること,















こ とに成功 したので ある55;。言 うまで もな くそれ はスイスの 「国益」 に合致す
る もので あった.。
65〕Brown,Brendan,op.c肱,p.191.
